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最新号 Volume 13（2017年 9月）では、以下の論文を掲載しています。 
Assessment of marine weather forecasts over the Indian sector of Southern Ocean 
Anitha Gera, D.K. Mahapatra, Kuldeep Sharma, Satya Prakash, A.K. Mitra, G.R. Iyengar,  











Dimethylsulfide model calibration and parametric sensitivity analysis for the Greenland Sea 







究（CMIP5）のデータを用いて、4×CO2条件下で DMS モデルを駆動する。 その時、DMSフラッ
クスは、20世紀後半（1×CO2）と比較して 300％以上増加している。 DMS フラックスの増加の理
由には、海洋状態の変化、すなわち海面温度（SST）の上昇および海氷の喪失、および特に春夏にお
ける DMS 移動速度の増加が含まれる。 DMS フラックスのこのような大きな増加は、DMS由来の
エアロゾルに関連した放射収支の変化によって、北極における温暖化の速度を遅らせる可能性があ
る。 
Geostatistical analysis and isoscape of ice core derived water stable isotope records in an 
Antarctic macro region 
István Gábor Hatvani, Markus Leuenberger, Balázs Kohán, Zoltán Kern 
氷河や氷床から採取されたアイスコアに保存されている水安定同位体から、極域の降水に関しての
重要な情報を得ることができる。本研究では、公開されている 60本のアイスコアデータから、20







Regional distribution and variability of model-simulated Arctic snow on sea ice 













Assessing the efficiency of carbide drill bits and factors influencing their application to 
debris-rich subglacial ice 













最大掘削速度は 3.4mm /s に達することができた。これは、既存のエレクトロメカニカルドリルでは
可能な条件である。この研究は、切削するときに生じる熱量およびドリルヘッド設計のさらなる研
究のための意義ある方針を提供している。 
Hydrographic observations by instrumented marine mammals in the Sea of Okhotsk 
Takuya Nakanowatari, Kay I. Ohshima, Vigan Mensah, Yoko Mitani, Kaoru Hattori, Mari 











Crustal formation and evolution processes in the Natal Valley and Mozambique Ridge, off 
South Africa 









Diversity of proteolytic microbes isolated from Antarctic freshwater lakes and characteristics 
of their cold-active proteases 
Mihoko Matsui, Akinori Kawamata, Makiko Kosugi, Satoshi Imura, Norio Kurosawa 
南極湖沼における有機物循環についてより深く理解するために、3つの南極淡水湖から 4°Cでタン
パク質分解活性を示す微生物 71株を分離し、分類学的解析と代表株が分泌するプロテアーゼの解析





Navigable windows of the Northwest Passage 
Xing-he Liu, Long Ma, Jia-yue Wang, Ye Wang, Li-na Wang 
近年の海氷減少に伴い、北極海を航路として利用することが現実味を帯びてきた。そのためには海
氷の情報が不可欠である。本研究では 2006年から 2015年までの 10年分の海氷密接度を用い、"Arctic 




Life on thin ice: Insights from Uummannaq, Greenland for connecting climate science with 
Arctic communities 
Juan Baztan, Mateo Cordier, Jean-Michel Huctin, Zhiwei Zhu, Jean-Paul Vanderlinden 
本研究では、気候変動に最も影響を受けた地域の一つであると考えられるグリーンランドと、環境
の変化に適応していると特徴付けられているイヌイットの地域社会を例にとり、気候科学と地域社
会との関係を考察する。本研究は、2回のフィールドワークおよび、ウマナック地域の人々にとって
最大の懸念である海氷のことについての国際文献の計量学的分析による、北西グリーンランド、ウ
マナックにおける 10年間の人類学調査に基づいている。この結果は、気候変動を経験した地域社会
の適応をより促進するために、彼らにとって重要な環境的特徴、それらに関連する時間的および空
間的スケールに焦点を当て、その必要性を考慮すべきであることを示している。ウマナックでは、
似たような多くのイヌイットのコミュニティーと同じように、冬の、人々がその上を移動する海氷
の厚さについて、より多くの調査を行う必要があった。このような研究が、その重要で価値あるこ
とが研究を行う上で、また成果に確かに生かされるよう、地域社会と連携して共同で構築されるこ
とを望む。 
